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水
俣
市
議
会
議
長
の
大
任
を
拝

し
、
使
命
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
の

皆
様
、
市
民
の
皆
様
の
感
染
拡
大

防
止
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
終
息
を
迎
え
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
７
月
中
に

65
歳
以
上
の
接
種
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
、
全
て
の
市
民
の
皆
様
の
接

種
が
終
わ
る
ま
で
議
会
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害

で
は
、
芦
北
・
津
奈
木
・
人
吉
・

八
代
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水
俣
市
に
お
い
て
も
災
害
の
復

興
が
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
寄
り
添
い
、
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
命
を
守
る
こ
と
が

最
優
先
で
す
。
遅
延
に
よ
り
人
命

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
優
先
的
に
実
施
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ご
不
安
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
各
議
員
に
ご
相
談
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
発
生
の
大
き
な
原
因
は
、

地
球
温
暖
化
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
総
意

で
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
時
で

す
。
家
庭
で
の
取
り
組
み
も
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
も
目
に
見
え
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
さ
ら
に
大
き
く
水
俣
の
発
展

と
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心

に
暮
ら
せ
る
我
が
郷
土
を
、
皆
様

と
と
も
に
築
い
て
ま
い
る
決
意
で

す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
奮
闘
努

力
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
医
療

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

去
る
、
６
月
11
日
、
議
員
各
位

の
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
の
大
役

を
拝
命
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

牧
下
議
長
を
支
え
つ
つ
公
正
公
平

な
議
会
運
営
と
開
か
れ
た
議
会
の

推
進
・
円
滑
な
議
事
進
行
に
努
め
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
議
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
現
下
の
水
俣
市
の
政
治

状
況
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
髙
岡

市
長
が
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組

み
始
め
た
財
政
再
建
政
策
か
ら
お

分
か
り
の
よ
う
に
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と
低
迷
す
る

景
気
動
向
、
さ
ら
に
は
、
毎
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
豪
雨
災
害

な
ど
の
自
然
災
害
。
ま
さ
に
未
だ

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
難
し
い
判
断

が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に
進
み
、

一
日
で
も
早
く
、
日
常
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
に
行
政
と
議
会
が
必
要

な
政
策
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
打
ち
出

す
こ
と
が
肝
要
と
思
い
ま
す
の
で
、

議
員
全
員
が
、
市
民
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
て
、
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

就任のごあいさつ就任のごあいさつ

水
俣
市
議
会
議
長

牧
下
　
恭
之

水
俣
市
議
会
副
議
長

谷
口
　
明
弘
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議会の構成が変わりました
正副議長　　　議長　牧下　恭之　　　副議長　谷口　明弘

常任委員会

委員会名 所　管　事　項 正副委員長 委　　　員

総務産業
定員８人

総務企画部、産業建設部、農業委
員会、会計課、選挙管理委員会、
監査事務局、議会事務局、上下水
道局の所管事項に関すること

（委員長）
小路　貴紀 田中　　睦 渕上　茂樹 真野　頼隆

（副委員長）
田口　憲雄 平岡　　朱 木戸　理江 岩阪　雅文

厚生文教
定員８人

福祉環境部、教育委員会、総合医
療センターの所管事項に関するこ
と

（委員長）
桑原　一知 牧下　恭之 杉迫　一樹 岩村　龍男

（副委員長）
松本　和幸 高岡　朱美 藤本　寿子 谷口　明弘

議会運営委員会

定数 所　管　事　項 正副委員長 委　　　員

６人
議会運営、議会の会議規則、一般
質問事項、委員会条例等、議長の
諮問に関すること

（委員長）
岩村　龍男 高岡　朱美 藤本　寿子

（副委員長）
小路　貴紀 桑原　一知 松本　和幸

特別委員会

委員会名 所　管　事　項 正副委員長 委　　　員

環境対策
定員７人

水俣病対策及び環境保全に関する
諸問題の調査

（委員長）
松本　和幸 高岡　朱美 桑原　一知 岩村　龍男

（副委員長）
木戸　理江 小路　貴紀 藤本　寿子

高速交通対策
定員８人

南九州自動車道の建設に関する諸
問題の調査

（委員長）
田口　憲雄 平岡　　朱 杉迫　一樹 真野　頼隆

（副委員長）
田中　　睦 渕上　茂樹 谷口　明弘 岩阪　雅文

庁舎建替等対策
定員８人

庁舎建て替えに関する諸問題の調
査

（委員長）
岩村　龍男 田中　　睦 小路　貴紀 谷口　明弘

（副委員長）
渕上　茂樹 高岡　朱美 桑原　一知 松本　和幸
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専決処分により承認された補正予算･条例など専決処分により承認された補正予算･条例など
【会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

令和２年度一般会計（第１８号） △１２９，６２２ ２２，２４７，２０６

令和３年度一般会計（第１号） ６０，２４６ １７，６７１，２４６

令和３年度一般会計（第２号） ４９，４１９ １７，７２０，６６５

令和３年度一般会計（第３号） ２９，３９７ １７，７５０，０６２

現
行
の
条
例
改
正

現
行
の
条
例
改
正

●
水
俣
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、「
軽
自
動
車
税

関
係
」
で
は
、
２
０
３
０
年
度
基
準
の
も
と
で
の

税
率
区
分
の
見
直
し
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う
経
済
の
動
向
等
を
勘
案
し
、

環
境
性
能
割
の
税
率
軽
減
の
特
例
措
置
を
令
和
３

年
12
月
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
種
別
割
に
関
す
る
見
直
し
を
行
い
適
用

期
間
を
２
年
間
延
長
、「
固
定
資
産
税
関
係
」
は
、

土
地
に
対
す
る
税
負
担
の
調
整
措
置
を
令
和
５
年

度
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

中
小
企
業
等
が
取
得
し
た
先
端
設
備
等
の
特
例

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
取
得
分
ま
で
延
長
す

る
も
の
で
す
。

６月定例会の報告６月定例会の報告

総
務
産
業
委
員
会

●
み
な
ま
た
観
光
応
援
券
発
行
事
業
（
第
２
弾
）

３
３
９
７
万
円

水
俣
市
内
の
対
象
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に

対
し
、
市
内
宿
泊
施
設
と
飲
食
・
小
売
店
等
で
利

用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

水
俣
市
民
は
６
千
円
分
（
諸
条
件
有
）、
市
外

に
お
住
ま
い
の
方
は
３
千
円
分
で
す
。

●
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
　
　
３
６
３
１
万
円

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
　
　
１
３
１
０
万
円

主

な

補

正

主

な

補

正

厚
生
文
教
委
員
会

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金

ひ
と
り
親
世
帯
分
　
　
　
　
　
　
２
４
０
０
万
円

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
　
　
　
　 

１
７
２
０
万
円

対
象
児
童
一
人
あ
た
り
５
万
円
の
支
給
を
行
う

も
の
で
す
。

●
予
防
接
種
体
制
確
保
事
務
委
託
料
　
８
６
３
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
係
る
も
の
で
す
。

７月10日　もやい館で行われた集団予防接種
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可決された補正予算･条例など可決された補正予算･条例など
【令和３年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第４号） ５４，８３４ １７，８０４，８９６

一般会計（第５号） ５，８０５ １７，８１０，７０１

国民健康保険（第１号） ４６８ ３，７７９，５６８

後期高齢者医療（第１号） △７，６３７ ４３２，２５０

介護保険（第１号） ２，０１１ ３，８４９，６２７

公共下水道事業（収益的収入） △７，３３７ ８９４，８１５

公共下水道事業（収益的支出） △７，３３７ ９０４，９２０

公共下水道事業（資本的収入） １７，０１３ ５４０，３６５

公共下水道事業（資本的支出） ５，１８１ ８５１，５１５

現
行
の
条
例
改
正

現
行
の
条
例
改
正

●
水
俣
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
優
先
的
な
選
考
条
件
に

「
ひ
と
り
親
」
を
加
え
、
ま
た
、
大
園
町
の
河
原

団
地
の
除
却
に
伴
い
、
市
営
住
宅
の
一
覧
表
か
ら

削
除
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
休
館
日
を
「
月
曜
日
」
か

ら
「
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
」
に
改
め
る
も
の

で
す
。

●
水
俣
市
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
交
付
の
手
数
料
徴

収
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
か
ら
の
委
託
と
な
る
た
め
、
本
市
の
手
数
料
条

例
か
ら
削
除
す
る
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
商
工
事
業
者
応
援
券
発
行
事
業
　
４
７
１
８
万
円

１
冊
１
万
円
（
１
万
２
千
円
分
）
の
商
品
券
を

２
万
冊
発
行
し
ま
す
。

●
中
小
企
業
経
営
力
向
上
支
援
補
助
金
２
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
市
内
の
企
業
が
新
し

い
事
業
を
始
め
る
際
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
補
助

金
で
す
（
上
限
20
万
円
の
定
額
補
助
）。

●
熊
本
県
営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金
事
業
負
担
金

１
６
１
８
万
円

県
の
ま
ん
延
防
止
措
置
に
伴
う
営
業
時
間
短
縮

要
請
協
力
金
の
水
俣
市
負
担
分
で
す
。

●
医
療
セ
ン
タ
ー
と
介
護
施
設
な
ど
を
結
ん
だ
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
実
証
に
係
る
事
業
　
９
８
４
万
円

医
療
現
場
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
費
用

等
で
す
。

●
特
用
林
産
物
産
地
化
振
興
業
務
委
託
料
７
３
万
円

有
識
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
内
ハ
ゼ
の
市

場
性
調
査
、
品
種
調
査
等
の
検
討
を
行
い
、
ハ
ゼ

産
地
化
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
等
を
行
う
費
用
で

す
。

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料
　
　
６
０
０
万
円

昨
年
、
県
が
公
表
し
た
洪
水
浸
水
想
定
マ
ッ
プ

に
伴
い
、
冊
子
タ
イ
プ
で
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

更
新
し
ま
す
。

●
新
時
代
の
働
き
方
改
革
人
材
育
成
事
業１

２
０
万
円

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
リ
モ
ー
ト
会
議

等
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
、
プ
レ
ゼ
ン
技

能
等
習
得
に
係
る
研
修
委
託
料
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
ひ
と
り
親
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金４

２
０
万
円

条
件
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
一
世
帯
あ
た
り

２
万
４
千
円
の
商
品
券
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
２
万
円

条
件
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
最
長
３
カ
月
間
を

期
限
と
し
、
ひ
と
り
世
帯
６
万
円
、
ふ
た
り
世
帯

８
万
円
、
３
人
以
上
世
帯
10
万
円
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

主

な

補

正

主

な

補

正
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●
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

熊
本
県
が
実
施
す
る
仁
王
木
地
区
の

農
地
区
画
整
理
に
伴
い
、
整
備
区
域
の

中
央
部
を
通
る
市
道
仁
王
木
２
号
線
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

●
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

仁
王
木
２
号
線
の
区
画
整
理
に
影
響

の
な
い
区
間
は
市
道
と
し
て
認
定
し
、

新
た
に
古
城
８
号
線
を
市
道
と
し
て
認

定
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

そ

の

他

●
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

丸
山　

健
一
（
旭
町
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

本
田　

真
一
（
初
野
）

小
形　

美
千
代
（
陣
内
）

人

事

人

事

●
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環
境

整
備
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
（
継
続

審
査
）

陳

情

陳

情

議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党

自民会派
無限21 日本共産党

誠
心
会

公
明
党 結

　
　
果

議

員

名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
阪　

雅
文

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　
　

睦

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 否 否 否 否 賛 議長 原

案
可
決

討
論

（反対討論）

●エコハウスの運営は、市の指導で活用が活発に行われ、来館者も増加している。今後の水俣市の
環境のまちとしての方向性と合致、また、森林の保全、活用に有効な施設であるため、今回の休
館日を多くする条例には反対である。
●家庭で取りうる温暖化対策として、今後さらに普及が望まれるモデル建築であり、開館日数を減
らすことは目的に逆行する。移築も含め、より利用しやすい運用を追求することが環境モデル都
市としての責務でもある。

賛 否 の 分 か れ た 議 案
水俣エコハウスの設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

デ
ス
ク
等 

３
６
０
８
万
円

収
納
庫
等 

２
６
２
９
万
円

水
俣
市
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
什
器
購

入
に
よ
る
も
の
で
す
。

取
得
の
相
手
方

有
限
会
社
た
か
や
ま

古城８号線
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可決された補正予算･契約の締結など可決された補正予算･契約の締結など
【令和３年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第６号） ２２，９６０ １７，８３３，６６１

７月臨時会の報告７月臨時会の報告

工事請負契約の締結
○工 事 名　道の駅みなまた再整備　建築主体工事

○工 事 内 容　パークショップ（仮称）新築工事

インフォメーションセンター内外部改修工事

木のおもちゃ館（仮称）内外部改修工事〈既存物産館まつぼっくり〉

○工 事 場 所　水俣市月浦字前田５４－１６２地内

○契 約 金 額　１８１，５００，０００円

○契約の相手方　福岡県福岡市中央区薬院一丁目１４番５号

西松建設株式会社九州支社

執行役員支社長　吉田　卓生

高速交通対策特別委員会視察報告
◎視察メンバー

田口委員長、田中副委員長、平岡委員、渕上委員、杉迫委員、谷口委員、真野委員、岩阪委員

◎視察日　　７月８日（木）

◎視察内容

１　中尾山トンネル（仮称）工事現場視察【国土交通省事業】

南九州西回り自動車道「芦北出水道路」整備の一環として、
水俣市長野町に位置する全長1,428ｍのトンネル工事。
６月19日に貫通式を行っており、現在までコンクリート仕上
げの区間が約970ｍ完成している。トンネルを掘削する区間に
は、軟質な地質もあることから、最新鋭の技術を活用し、崩落
等を防止しながら慎重に工事を進めている。

２　袋インターチェンジ（仮称）関連事業現場視察【水俣市事業】

袋インターチェンジ（仮称）と国道３号線をつなぐ袋イン
ター線道路改良工事並びに既存の市道とをつなぐ野川・袋線道
路改良工事。
現在も用地買収を継続しており、用地取得は概ね９割程度が
完了している。袋インター線道路改良工事については、新幹線
ルートの上部を横断する区間があるため、ＪＲや国等の関係先
と協議を行いながら進めている。
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

厚生文教 総務産業正）桑原・牧下・杉迫・岩村
副）松本・髙岡・藤本・谷口

正）小路・田中・渕上・真野
副）田口・平岡・木戸・岩阪

（６月定例会）

専決処分の報告及び承認３件、補正予算５件、陳
情１件

●議第51号　令和２年度水俣市一般会計補正予算
第18号中付託分について

質疑―医療従事者慰労金の対象者と内容は
答弁―実際に病棟等で感染者の治療に従事する職

員が10万円、それ以外は５万円である。
質疑―新たに購入したスクールバスの運用状況は
答弁―今回購入した14人乗りのスクールバスは、

主に久木野線に使用している。20年以上使
用したバスを更新したものであり、特に実
際の運行ルートや用途に変更はない。

●議第52号　令和３年度水俣市一般会計予算第１
号中付託分について

質疑―低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生
活支援特別給付金は、ひとり親世帯に対す
るものか

答弁―基本的には児童扶養手当が支給されている
ひとり親世帯に対するもので、その児童数
に応じて特別給付金を支給している。但し、
それ以外にも、年間を通して収入が減少し
たひとり親世帯にも条件に該当すれば給付
することになる。

●議第54号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第３号について

質疑―コロナワクチンを運ぶ業者は特別な業者か、
また特別な車で運んでいるのか

答弁―ワクチンは保冷バッグに入れて配送してい
るので、特別な業者や冷凍車が必要という
ことではない。

●議第57号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第４号中付託分について

質疑―水俣病資料館の来館者の推移は
答弁―近年は４万人前後で推移していたが、昨年

度はコロナの影響で臨時休館や来館者を制
限したこともあり、2,671人であった。

質疑―コロナワクチン接種予約時の職員の勤務状
況は

答弁―初日、２日目と大変な状況であったが、３
日目ぐらいから落ち着いてきて、現在は十
分な対応ができている。

（６月定例会）

専決処分の報告及び承認４件、条例の一部改正３
件、補正予算２件、その他の議決事件４件

●議第53号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第２号について

質疑―林業施設における、測量設計業務委託料が
災害復旧工事費よりも高額な理由は

答弁―災害復旧工事費が小規模な場合、現地の測
量や構造計算等をしていく中で、まれに業
務委託料のほうが高額になることがある。

●議第56号　水俣エコハウスの設置等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

質疑―休館日を変更する理由は
答弁―最低限の維持管理とイベント開催の実績か

ら金・土・日曜日を開館日とし、それ以外
は休館日と定める。

●議第57号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第４号中付託分について

質疑―ハザードマップ作成に向けての調査方法は
答弁―2019年３月以降に更新、状況が変わった箇

所を反映させ、最新の情報で作成したい。

●議第61号　令和３年度水俣市公共下水道事業会
計補正予算第１号について

質疑―第３条に定める収益的収入及び支出が赤字
で編成されている理由は

答弁―令和２年度決算確定後、公共下水道事業経
営戦略の見直しを行い、今後改めて議会に
対して説明を行う。一般会計からの持ち出
しである繰入金を抑えるための方策を具体
化することで健全な予算編成につながるも
のと考えている。

（７月臨時会）

補正予算１件、契約の締結１件

●議第71号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第６号について

質疑―道の駅の整備で早急に契約を締結すべき理
由は

答弁―木材価格高騰の影響回避及び年度内に工事
を完了させるためである。

質疑―道の駅関連整備の総事業費は
答弁―工事費及び委託料を含め４億２千万円程度

である。
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あなたのあなたの声声を市政にを市政に

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご
覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。

⑴　一般質問における持ち時間の改定

議会改革の一環として、今議会より議員１人の持ち時間が変更となりました。
【改定】答弁を含まず30分
【従来】答弁を含めて70分

⑵　今議会における一般質問の対応

６月より開始される市民への新型コロナウイルスワクチン接種を前に、従事する職員の負担軽減へ
の配慮要否を議会運営委員会で協議するも合意に至らず、採決の結果、各会派６派からそれぞれ代表
１人としました（質問を見送る会派あり）。

●田中　睦

１．新型コロナワクチン接種について
２．再生可能エネルギー事業の諸問題について
３．チッソ株式会社の業績改善計画について
４．映画「MINAMATA」について

●高岡　朱美

１．コロナ禍の経済支援策について
２．コロナ陽性者情報の発信のあり方について
３．災害の誘発を防ぐための林地開発を伴う再生可能エネルギー
事業者への規制について

４．避難所確保と避難所の環境改善について
５．チッソ㈱の業績改善計画について

令和３年５月１日号の一般質問記
事の中で、杉迫一樹議員（無限21）
のＱＲコードに誤りがありました。
改めて掲載いたします。
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

㉄
　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
６
月
15
日
現
在
、
高

齢
者
は
、
１
回
目
が
55
．

７
％
、
２
回
目
が
４
．

５
％
。
高
齢
者
が
入
所
・

入
居
す
る
施
設
従
事
者
の

接
種
も
１
回
目
が
84
．

４
％
、２
回
目
が
52
．５
％

と
進
ん
で
い
る
。

㉄
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
６
月
１
日
か
ら
75
歳

以
上
、
14
日
か
ら
65
歳
以

上
の
接
種
を
始
め
た
。

６
月
下
旬
に
は
64
歳
以

下
の
方
に
接
種
券
を
発
送

し
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

か
ら
順
次
予
約
を
開
始
す

る
。
高
齢
者
の
接
種
は
７

田中　睦　議員

（無限21）

ワクチン接種
ニーズに応じた対応を

月
ま
で
に
完
了
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

今
後
は
集
団
接
種
も
検

討
し
、
11
月
末
ま
で
の
接

種
完
了
を
目
指
す
。

㉄
　
平
日
仕
事
が
休
め
な

い
人
や
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か

答　
診
療
時
間
内
に
個
別

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
休
日
に
集

団
接
種
を
設
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
障
が

い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

予
約
支
援
を
行
っ
た
り
、

職
員
が
個
別
に
訪
問
し
て
、

接
種
に
つ
い
て
説
明
し
、

接
種
会
場
等
で
ど
の
よ
う

な
配
慮
が
必
要
か
を
聴
取

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
調
査
を
し
て
、
可

能
な
限
り
の
対
応
を
す
る
。

㉄
　
一
般
の
方
へ
の
接
種

の
際
に
、
子
ど
も
と
接
す

る
機
会
の
多
い
保
育
士
や

教
職
員
へ
の
接
種
を
早
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
か

答　
国
が
示
し
た
優
先
順

位
に
従
っ
て
行
う
。

㉄
　

肥

薩

ウ

イ

ン

ド

フ
ァ
ー
ム
の
住
民
説
明
会

で
は
、
市
民
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か

答　
意
見
と
し
て
多
か
っ

た
の
は
、
低
周
波
騒
音
に

よ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

だ
。
そ
の
ほ
か
、
森
林
伐

採
に
よ
る
濁
水
の
流
出
、

土
砂
災
害
、
水
源
の
枯
渇

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

㉄
　
太
陽
光
発
電
事
業
に

よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
把

握
し
て
い
る
か

答　
造
成
中
の
現
場
で
の

表
土
の
流
出
、
そ
れ
に
伴

う
河
川
の
汚
濁
が
大
き
い

と
認
識
し
て
い
る
。

㉄
　
市
民
の
心
配
を
解
消

す
る
た
め
に
、
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て

答　
風
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
各
段
階
に
お
い
て
市
長

意
見
書
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
事
業
者
に
対
し
て

は
住
民
の
不
安
が
払
し
ょ

く
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
な

調
査
と
説
明
を
働
き
掛
け

る
。
河
川
の
汚
濁
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
に
対
し
て

具
体
的
な
改
善
策
の
実
施

を
要
請
し
て
い
る
。
県
と

も
連
携
し
て
、
状
況
改
善

を
求
め
て
い
る
。

㉄
　
本
計
画
と
、
チ
ッ
ソ

が
発
表
し
た
１
２
０
人
の

チ
ッ
ソ
の
業
績
改
善

計
画
に
つ
い
て

希
望
退
職
募
集
に
つ
い
て

の
見
解
は
い
か
が
か

答　
ど
ち
ら
も
市
長
、
副

市
長
が
説
明
を
受
け
た
。

着
実
に
計
画
を
実
行
し
、

事
業
体
質
の
強
化
を
図
り
、

患
者
補
償
の
確
実
な
実
行

と
と
も
に
、本
市
の
経
済
・

雇
用
を
支
え
て
い
た
だ
く

こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

㉄
　
若
い
世
代
は
ジ
ョ

ニ
ー
・
デ
ッ
プ
が
水
俣
の

映
画
の
主
役
を
務
め
る
と

い
う
こ
と
で
、
期
待
し
て

い
る
人
も
多
い
。
水
俣
で

の
先
行
上
映
会
も
検
討
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
市
の

活
性
化
に
生
か
せ
な
い
か

答　
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

が
出
演
し
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
若
い
世
代
の
人
が

映
画
を
見
る
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。
市
の
活
性

化
に
生
か
せ
る
か
ど
う
か

も
わ
か
ら
な
い
。

映
画
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ａ
」
に
つ
い
て

【太陽光発電施設現場】
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㉄
　
一
中
を
避
難
所
と
し

て
再
指
定
で
き
な
い
か
県

と
相
談
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
か

答　
土
砂
災
害
指
定
区
域

か
ら
は
ず
れ
な
い
限
り
可

能
性
は
な
い
。

㉄
　
水
俣
川
の
治
水
対
策

の
予
定
は

答　
数
カ
所
で
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
樹

木
伐
採
を
行
い
、
堤
防
補

強
、
か
さ
上
げ
す
る
箇
所

も
あ
る
。

㉄
　
避
難
所
で
毛
布
は
貸

し
出
せ
な
い
か

答　
長
期
避
難
に
な
っ
た

場
合
の
み
貸
し
出
す
。

㉄
　
昨
年
水
害
の
あ
っ
た

人
吉
や
八
代
で
は
ペ
ッ
ト

同
伴
の
避
難
所
の
設
置
を

避
難
所
の
確
保
と
環

境
改
善
に
つ
い
て

市民の命・財産を守ることを
最優先に災害への備えを

高岡　朱美　議員

（日本共産党）

緊
急
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

確
保
の
計
画
は
あ
る
か

答　
必
要
と
認
識
し
て
お

り
、
検
討
し
て
い
る
。

㉄
　
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
喫
緊

の
課
題
で
は
な
い
か

答　
検
討
し
た
が
、
財
源

確
保
が
難
し
い
。

㉄
　
本
市
の
山
間
地
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
の
設
置

数
は
何
件
で
、
う
ち
市
外

の
事
業
者
は
何
件
か

答　
６
件
で
、
全
て
市
外

に
本
社
が
あ
る
事
業
所
で

あ
る
。

㉄
　
降
雨
時
に
施
設
か
ら

大
量
の
濁
水
が
噴
出
し
、

土
砂
災
害
の
不
安
を
増
大

さ
せ
て
い
る
。
減
災
と
開

発
が
両
立
し
な
い
場
合
、

ど
ち
ら
が
優
先
か

答　
「
市
民
の
生
命
を
守

る
こ
と
が
第
一
」
だ
が
、

そ
の
中
で
開
発
が
行
わ
れ

災
害
の
誘
発
を
防

ぐ
た
め
の
林
地
開

発
規
制
に
つ
い
て

る
場
合
、
事
業
者
に
は
災

害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う

要
請
し
て
い
き
た
い
。

㉄
　
次
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
販
売
方
法
は

答　
詳
細
は
未
定
で
あ
る
。

㉄
　
個
人
向
け
貸
付
金
の

利
用
が
増
え
て
い
る
の
は

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済

対
策
に
つ
い
て

貯
蓄
が
底
を
つ
い
て
い
る

世
帯
が
あ
る
と
考
え
得
る
。

商
品
券
を
全
世
帯
に
配
布

す
れ
ば
支
援
に
も
消
費
喚

起
に
も
な
る
と
思
う
が
い

か
が
か

答　
な
る
べ
く
利
用
し
や

す
い
方
法
を
考
え
た
い
。

㉄
　
物
資
支
援
策
と
し
て

生
理
用
品
を
配
備
で
き
な

い
か

答　
考
え
て
い
な
い
。
困

窮
者
の
相
談
窓
口
の
周
知

に
努
め
た
い
。

㉄
　
こ
の
計
画
で
は
液
晶

部
門
が
構
造
改
革
の
対
象

の
ト
ッ
プ
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
雇
用
へ
の
影

響
を
心
配
す
る
。
一
方
で

水
俣
へ
は
特
段
の
配
慮
を

チ
ッ
ソ
㈱
業
績
改

善
計
画
に
つ
い
て

す
る
と
あ
る
。
市
長
は
詳

細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

て
い
る
か

答　
説
明
は
あ
っ
た
が
、

報
道
以
上
の
も
の
は
聞
い

て
い
な
い
。

㉄
　
市
長
は
チ
ッ
ソ
㈱
に

ど
の
よ
う
な
地
域
貢
献
を

望
む
か

答　
改
善
計
画
実
行
に
よ

る
早
期
改
善
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
り
水
俣
で
事

業
を
継
続
し
て
も
ら
い
た

い
。

㉄
　
事
業
継
続
に
は
同
感

だ
が
、
計
画
に
は
「
人
員

適
正
化
」
も
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
も
含
め
て
実
行

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
立
場
か

答　
一
日
も
早
い
業
績
の

回
復
が
大
前
提
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

機
会
あ
る
ご
と
に
本
市
で

の
事
業
継
続
を
お
願
い
し

て
い
る
。

長野地区に建設中のメガソーラー施設

そ
の
他
　
コ
ロ
ナ
陽
性
者

情
報
の
発
信
の
あ
り
方
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

㉄
　
再
エ
ネ
施
設
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

お
り
、
全
国
で
１
４
９
の

自
治
体
が
条
例
で
抑
制
を

は
か
っ
て
い
る
。
自
治
体

と
し
て
取
り
う
る
減
災
対

策
で
は
な
い
か

答　
市
独
自
の
条
例
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ．当日の中継や過去の議会も見られます！

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ．質問や答弁のキーワードで検索できます！

水俣市議会ホームページから
「議会インターネット中継」

をクリック！

水俣市議会ホームページから
「水俣市議会会議録検索」

をクリック！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

水俣市  議会 検索

４月12日　「交通事故死ゼロを目指す日」キャン
ペーン

16日　全員協議会

５月21日　議会運営委員会・各派代表者会議

６月４日　議会運営委員会・各派代表者会議

７日　議会運営委員会・各派代表者会議

11日　令和３年第２回水俣市議会定例会開会
議会運営委員会・全員協議会

22日　一般質問・議会運営委員会

24日　議会運営委員会・各特別委員会

25日　各常任委員会

７月１日　令和３年第２回水俣市議会定例会閉会
議会運営委員会

７月６日　議会だより編集委員会

８日　高速交通対策特別委員会視察
〈中尾山トンネル（仮称）及び袋イン
ターチェンジ（仮称）〉

13日　議会だより編集委員会
水俣芦北広域行政事務組合臨時会

14日　議会運営委員会・全員協議会
庁舎建替等対策特別委員会

16日　議会だより編集委員会

21日　令和３年第３回水俣市議会臨時会
議会運営委員会・常任委員会
全員協議会・各派代表者会議
議会だより編集委員会

（令和３年４月１日～７月31日）

議 会 の 主 な 動 き議 会 の 主 な 動 き

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

委

員

長
　
小
路
　
貴
紀

副
委
員
長
　
松
本
　
和
幸

委

員
　
岩
阪
　
雅
文

〃

　
桑
原
　
一
知

〃

　
杉
迫
　
一
樹

〃

　
平
岡
　
　
朱

〃

　
牧
下
　
恭
之

事
務
局
職
員
　
藤
澤
　
亜
未

本
市
で
も
６
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
手
探
り
状
態
の
中
で
ご
尽

力
頂
い
て
い
る
医
療
機
関
並
び
に
医

療
従
事
者
の
皆
様
、
市
役
所
職
員
等

の
関
係
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
と
、
一
日

も
早
く
こ
れ
ま
で
の
日
常
が
取
り
戻

せ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

梅
雨
に
入
り
、
熱
海
市
で
土
石
流

災
害
が
発
生
し
、
ま
た
も
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
台

風
襲
来
の
時
季
を
迎
え
る
中
、
大
丈

夫
だ
ろ
う
と
か
、
大
丈
夫
な
は
ず
だ

と
「
だ
ろ
う
・
は
ず
だ
」
で
安
易
に

決
め
つ
け
ず
、
近
隣
住
民
同
士
で
声

を
掛
け
合
い
、
早
め
の
避
難
を
心
掛

け
て
下
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
紙
面
で
す
が
、
市
政
の
取
り
組

み
に
共
感
頂
け
る
情
報
媒
体
と
し
て

の
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会だより編集委員
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